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高

田

短

期

大

学

紀

要

第
二

十

七

号

　
「
湯
道」
、

湯
道
と

本
体
を
繋
ぐ
部
分
を
「
堰」

と
い

う。

6
　
こ

れ

ま

で

現
代
鋳
物
で

は、

銅

：

錫
：

亜

鉛
：

鉛
が

八

五

対

五

対
五

対

五

程
度
の

割

合

　
で

配

合
さ
れ

て

き

た

が、

最
近

は

環
境
へ

の

影
響
か

ら、

鉛
の

混

入

し

な
い

無

鉛
青
銅
が

　
使

用

さ

れ

始
め

て
い

る。

7
　
浅

井

義
玄
氏
の

メ
モ

よ

り。

8
　
栃
木

県

光

明

寺
所

蔵
・
銅
造
不

動

明

王

坐

像

等。

9
　
異

な

る

金
属

を

溶
解
し

て

混

ぜ

合
わ

せ、

合

金

に

す

る

こ

と。

10
　「
『

津
市
民

文

化
第
十
一

号
』

津

市
教
育

委
員
会

　
昭

和

五

十
九

年

三

月
三

十

日」

の

中

　
で、

和
田

勉
氏

が

津
の

鋳

物
業
と

題

し

て

辻
の

こ

と
を

紹

介
し

て
い

る

が、

そ

こ

に

は

種

　
茂
が

元
文

元

年

（
一
七

三

六）

に

久

居
の

幸

町

の

鐘
を

鋳

た

際、

亜

鉛
を

○
・
五

パ

ー
セ

　
ン

ト

程
混
入

し

た

と
の

記
述
が

見

ら

れ

る。

参
考
文

献

・
　

大
西

源
一

鈴
木
敏
夫

野

田
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郡

史
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村
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史
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史
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史

編
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・
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津
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民

文

化
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九

八

四

年
三
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十
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仕

候。

　

　

代

金

拾
五

両

　

　

　
外
に

　

　

　

　
一
拾
匁
　
白

こ

う
水
品

　

　

　

　
松

坂

中
町

　

　

　

　

　

　

　
佛
師

　

　

　

　

　

　

　

　
半

右
衛

門

　

四

月

十

二

日

真
楽
寺

様

御

役
人

衆

中
様

　

こ

の

文
書

は

作

成

さ

れ
た

日

が

四

月

十
二

目

と

あ

る

だ

け

で、

そ

の

年

号
が

限

定

で

き

な

い
。

た

だ、

内

容

が

丈
六

の

木
仏

製
作
の

も
の

で

あ

る

と

思

わ

れ、

そ
こ

か

ら

考

え

る
と

享

保

十
工

年（
一

七

二

七）
の

最
初
の

大

仏

建
立

願
い

が

出
さ

れ

た

前
後
か、

遅
く

と

も

辻

弥

四

郎

直

種
の

見

積
書
が

書
か

れ

た

享

保

十
三

年（
一

七

二

八）
ま

で

に

作

成
さ

れ

た

も
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

　

製
作
費
用

は

拾

五

両
で、

金

銅

仏
に

比
べ

る

と

十

分
の
一

以

下
で

あ

る
。

白

毫

に

水
晶
を

使

用

す
る

こ

と

も

記

さ
れ

て

い

る
。

　

こ

の

見

積

書

は

銅

造
阿

弥

陀
如

来

坐

像

に

関
わ

る

も
の

で

は

な

い

が、

比

較

検

討

の

た

め

に

掲
載
し

て

お

く。

お
わ
り
に

　

以
上

が

真

楽

寺

に

伝
わ

る、

る。

銅
造
阿

弥

陀

如

来

坐

像
の

鋳
造

に

関

す

る

文

書

で

あ

三

重

県

松

阪

市
・
真
楽
寺

に

伝

わ

る

文

書

　

こ

の

文

書
に

は、

数
々

の

鋳
造
専
門
用

語
が

含
ま

れ
て

お

り、

正

確
に

解
読
し

て

い

く
に

は、

歴

史
・

古

文

書
の

専
門

家
と

鋳

造
の

専

門

家
の

協

力

体
制
が

必

要
で

あ

る
と

考

え

て

い

る
。

今

回

は
文

書
そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て

簡
単
に

記

す
に

と

ど
め

た
が、

今
後
そ

の

体
制

を
整

え、

重

量

や
製
作
費
用、

地

金

な

ど

に

つ

い

て

各
文

書
の

内

容

を
比

較

検
証
し、

像
の

鋳

造

が

蜂
屋

に

決

定
し

た

理

由

や

詳

し

い

製
作
の

流
れ、

当

時
の

銅

や
錫、

鉛
の

価

値
や

市
場、

金

銅

仏
の

地

金

等
に

つ

い

て

考
察
し

て

い

き
た

い
。

ま

た

像

本

体
も

更

に

詳

し

く
調
査

し、

蜂

屋
の

文

書

と

照

ら

し

合
わ

せ、

鋳
造

技

術
と
歴

史
の

照

合
も
行
っ

て

い

き

た

い

と

思
う。

謝
辞

　
本

稿
を

ま

と

め

る

に

あ

た

り、

文

書
を

所
有
す
る

真
楽

寺

と、

高
田

短
期
大

学
人

間

介
護

福
祉

学
科
教
授
・
首

藤
善
樹
氏

に

は、

多
大

な

ご

配
慮、

ご

協
力

を

賜
っ

た
。

記
し

て

深

く

感
謝
申
し

上

げ
る。

註1
　
浅
井
義
玄
氏

は、

文

書

以

外

に

も

銅

造
阿
弥
陀

如

来
坐

像
に

関
す
る

多
く

の

資
料

と、

　
そ

れ

ら

に

対
し

て

の

メ

モ

書
き
や
考
察
を
ま

と

め

た

ノ

ー

ト

を
残
し

て

お

ら
れ
る。

2
　
浅

井

義
玄
氏
の

メ

モ

よ

り。

3
　
原
型

を
鋳
物

砂

で

製
作

し、

そ
の

周
り

に

外

型

を

分
割
し

て

作
成
し

た

後、
一

度

そ

れ

　
を

外

し

て

中
の

原

型

を

像
の

厚

み

分

だ

け

削
り

取
り、

再

び

外

型
を

戻

し

て、

そ
の

削
っ

　
た

部

分
に

溶
解
し

た

金

属

を

流

し

込

む

技
術。

東
大
寺
の

大

仏
が

造

像
当
初
こ

の

技

法

で

　
製
作

さ

れ

て
い

る。

4
　「
大

西

源
一

鈴
木
敏

夫

野

田

精
一

森
田

利

吉

著
『

一

志

郡
史
』

下

巻

　一
志

郡
町

村

　
会

一
九

五

九

年一．一
月」

中
の

五

八

八

頁
〜

五

八

九

頁
に

も
紹
介
さ
れ
て

い

る。

5
　
溶

解
し

た

金

属
を
湯
と
呼

び、

そ

の

流
し

込

む

注

ぎ

口

を

「
湯
口」
、

そ
の

流
れ

る

道
を

（

）
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高
田

短

期
大

学
紀
要
第
二

十
七

号

十
二
、

大
仏
頭
部
鋳
造
の

見
積

書
〔

図
18
〕

　

　
　

　
請

合
申
】

札

之

事

一

丈

六

大

佛

御
頭
　
　
　

壱
躰

　

　
　
此

地

銅
五

拾

貫
目

　
但
出

来
三

拾

四
五

貫
程

　

　
　
上

磨
に

し

て

　

　
　
代

古

銀
九

百

五

拾
匁

右
之

通

随

分

念

之

入、

少

も

如

在
不

仕
鋳
立、

相

渡

し

可

申

候。

右
銀

高

之

内
六

百

匁、

御

頭
吹

立

之

前

に

受
取

可

申

候。

外
に

金

三

歩

は

只

今

迄

に

受

取

申
候

。

残

る

所
は

御

頭

出

来
次

第
に

御
渡
し

可

被
成

候
。

為
後

目
一

札
如

此
に

御
座
候。

以
上

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　
粉
川
御
鋳
も
の

師

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

蜂
屋

平

右
衛

門
（
印
）

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　
同

所
請

入

　

　
　
元
文

弐

年
巳

穴

月

七

日

　
　

　
　

　
　

　
　

同

　
久

兵
衛

（
印
）

　

　
　
伊
勢
美
濃
田

村

　

　
　

真

楽

寺

　

　
　

　

御

納
所
様

　
大
仏

頭

部
の

鋳

造
に

関
し

て

の

見

積

も
り
で、

こ

れ

を

見

て

も
分
か

る

よ

う

に、

像
の

頭

部

に

関

し

て

は、

極
め

て

念

入

り

に

製
作

す

る

た

め、

現

地
で

は

な

く

粉

川

の

ほ

う
で

鋳

造

し

た

こ

と

が

分
か

る。

実
際

に

像
は

頭

部

が

別

鋳
し

て

鋳

絡

げ

ら

れ

て

い

る

様

子
が

見

ら

れ、

ま

た

頭

部

と

そ
の

他
の

部

分
の

出

来
に

技
術
的
な

差
が

見

ら

れ

る
。

　
地

金

に

は

銅
五

十

貫
目

が

使

わ

れ
た

が、

出

来
三

十

四
五

貫
目

と

さ

れ

て

い

る

と

こ

ろ

を

見
る

と、

残

り
の

十

五

貫

目

程

は、

湯
口、

湯

道、

堰
な

ど

に

使
用

さ

れ

た

と
い

う
こ

と
で

あ

ろ

う。

　
こ

の

文

書
で

は、

初
め

て

実

際

に

像
の

銘

文
に

刻

ま

れ
て

い

る

の

名
が

登

揚

す
る。

十
三
、

蜂
屋
平
右
衛
門
か

ら

の

領
収

書
〔
図
19
〕

（
　

○
）

「

蜂
屋

平

右

衛

門」

　

　

　
請

合
申
一

札
之

事

　

古
全貼
△
口

六

両
也。

右

者

当
六

月
冖

札

仕

候

通、

丈

六

之

御
頭
に

取

懸

り

申
候
付、

地

銅

代

銀

之

内
へ

受

取

申

候。

当

八

月

中

出

来
候
節、

算
用

差

引

可

仕
候。

若

御

頭

延

引

仕

候

は
｝

受

人

方

よ

り

出

来
仕
相

渡
し

可
申

候。

為
其

証

文

如
件。

　

　
元

文
二

年

巳

七

月

　

　

　
　

蜂
屋

平

右
衛
門

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
同

　
久

兵

衛

　

　

　
　

真

楽
寺

様

　
こ

れ

も
ま

た、

蜂
屋

平

右

衛
門

か

ら
の

書
状
で

あ

る
。

　
大

仏
頭

部

鋳

造
の

見

積

書
に

あ

る、

地

金
の

前
払
い

分

銀
六

百

匁、

金

に

換
算
し

て

六

両
が

納

入
さ

れ、

頭

部
の

鋳

造

に

取
り

掛
か

る
と

い

う

記
述

が

見

ら

れ
る。

十
四、

松
坂
中
町
佛
師
半
右

衛
門
の

見
積
書
〔

図

20
〕

御
注

文

一

大

佛
様

座
増
丈
六

　

ぬ

り

は

下

地

極
堅
地

に

て

念

入、

并
箔
添
お

き

に
て
、

極
上

中
焼
箔
不

　

金、

御
つ

む

り

黒

う
る

み
ぬ

り、

日

け
い

朱
ぬ

り、

随
分
極
堅

く
仕
立

残

惣
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代

銀
四

貫
五

百

八

拾

目

　
右
之

通
に

て

御

座

候。

御

覧

被
遊

可

被
下

候
。

佛

至

極
上

仕
立

に

仕
、

台

座
へ

す

　
へ

相
渡
し

可

申

候。

一

地

金

之

儀
右
様
之

貫

目

積

り、

合
様
之

紙

迄

其

元

様
よ

り

御
書
付

被

下

候
へ

共、

　
御

申

越

被
下

候
通

に
て
、

鋳

立

申
候
て

は

過

分
に

も

入

被
遊

候

積

り

に

て

御
座

候

　
故、

地

金

殊
外
和

に

相

成、

鋳
立

申

候

て

も

わ

れ

出
候
て

大

疵

に

成、

繕
申
候
て

　
も

見

分

不

宜

候。

殊

に

大

佛
之

儀
に

候
へ

は、

左

様
之

儀
に

相

成

申

候

て

は

気

毒

　
奉

存

候。

夫
故
此

方

地

金

合

積
直
段

付

共

掛

御

目

申
候。

御

覧
之

上
い

か

様
共

被

　
仰

付
可

被

下

候
。

　
　

　

地

金

合

様

覚

　
一

銅
百

貫
目

　
一

錫

拾
貫

目

　
一

鉛
五

貫
目

　
　
〆

右
之

通
地

金

合

鋳
立

申

候
へ

は、

き

ず

わ

れ

な

と

出

申
候

儀

無

御
座、

至

極
上

出

来

相

成
申

候
。

能
々

御

覧
可

被
下

候。

　
　

　

地

金

直
段

付

　
一

上

銅
百

貫
目

に

付

　
　

　
代
七

百
四

拾
五

匁

位

　
一

上

錫

拾

貫

目
に

付

　
　

　
代

百

四

拾
目

位

　
一

上

鉛

拾

貫

目
に

付

　
　

　
代
三

拾
七

匁

位

　
一

極
上

土

佐

炭
四

百

俵
程

　
　

　
壱

俵

に

付
弐

匁
六

七

分

位

　
　

　

　

三

重

県

松

阪
市
・
真
楽
寺

に

伝
わ

る

文

書

　

　

　
代

右

之

通

に

て

御

座

候。

何
れ

も

直

段

儀

は

か

し

宛

高
下

御
座

候、

遣

候
て

は、

殊

外
く

す

出

申
候。

左

様

思

召
可

被
下
候。

以
上

卯
三

月

　
　
本

店
佐

右

衛

門

様

尤

炭

之

儀

は

外

炭

越

後
屋

　

　
喜

兵

衛

　

こ

の

見

積
書
に

は

鋳
造
に

関

す

る

条

件
や

費
用

な
ど

に

つ

い

て、

か

な
り

詳
し

い

内

容

が

記
さ

れ

て

い

る

が、

中

で

も

注

目

す
べ

き

は、

は
っ

き

り

と

地

金
の

配

合
比

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

ヨ

が

わ

か

る

点
で

あ

る。

唐
金

を

使

用
せ

ず、

銅、

錫、

鉛
の

更

合
わ

せ

を

行
い
、

独

自

の

地

金

を

作
成
し

よ

う
と

し
て

い

る。

そ

の

比

率
は、

銅、

錫、

鉛

が

約

八
七

対

九

対
四。

現

代
の

青

銅

で

は

こ

こ

に

亜

鉛
が

混

入

す

る
が
、

こ

こ

で

は

そ
の

分

錫
が

多
く

入
っ

て

い

る
。

着
色、

湯

流
れ

等
々

を

考

え

る

と、

非

常
に

バ

ラ
ン

ス

の

よ

い

地

金

と
い

え

る

で

あ

ろ

う。

　

重

量
は、

全

体

で

「
八

百
五

拾
貫

目」

と

あ

る

の

で、

約
三
一

八
七

キ
ロ

グ

ラ

ム

と

か

な

り

重
い。

費
用

は、

約、
一
百
五

両
で

あ
る。

　

た

だ
、

こ

の

見

積

書
が

作

成

さ

れ

た

の

が
「
卯
三

月」
、

つ

ま

り

元

文
二

年

（
一

七

三

七）

で

あ

る

と

す

る
と、

す
で

に

蜂
屋

が

製
作

に

向

け

て

動
い

て

い

た

で

あ

ろ

う

時

期
で

あ

り
、

こ

の

見

積
書
が

な

ぜ

必

要

で

あ
っ

た

の

か

は、

現
段

階
で

は

不

明
で

あ

る。

（
九
）

188

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Takada Junior College

NII-Electronic Library Service

Takada 　Junior 　College

高
田

短
期
大
学
紀
要
第
二

十
七

号

一

御

身
ノ

分、

此

掛

目
弐

百

三

十

貫

文
程、

此

代
五

貫

百

七

拾
五

匁

　

　
代
五

貫
弐

百
五

十
目

　

惣

合
拾
三

貫
五

百

匁

右
之

通

極
上

々

唐

銅
、

み
か

き

黒
色

付、

細
工

念
入。

尤

出

来

之

上

当

地

庭

渡
し

也
。

何

も

代

銀
二

〆

限

置
正

々

銀

也。

右
之

通

相
違
無

御

座

候
問、

仰
被

下

候
は
ン

大

坂

表
大

慶

忝

可

奉
存
候

。

以
上

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

長
谷

川

　

　
　
巳

三

月

晦
日

　
　
　
　

久
左

衛

門

（
印
）

　

　
　

　

三

井

佐

右
衛
門

様

　

こ

の

文

書
の

注

目

す
べ

き

と
こ

ろ

は、

頭

部、

両

腕、

光

背、

台

座、

身

体
を

別
々

に

見

積
も
っ

て

い

る
と

こ

ろ

で

あ

ろ

う
。

蜂
屋

や
辻
の

見

積
も

り

で

も

そ

う

で

あ

る

が
、

台
座

や

頭

部

な

ど、

分
鋳
す

る

も
の

は

分
け

て

見

積
も
り

を

出

す
か
、

も
し

く

は

「

輪
光、

台

座

共」

な
ど

と

い

う

よ

う

に、

別
々

に

鋳

造

は

す
る

が

値
段

は

込

み

の

も
の

だ

と

い

う

表

記

を

し

て

い

る。

そ

う

考

え

る

と、

こ

の

別
々

に

見

積

も
っ

た

も
の

は

分
け

て

鋳
造
し
、

後
に

何
ら
か

の

方

法

で

繋
ぐ

つ

も
り

で

あ
っ

た
の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か。

実

際

江

戸

時

代
の

丈

六

金
銅

仏

に

は
パ

ー

ツ

ご

と

に

鋳
造
し

て
、

そ

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

ち

れ

を
鎹

の

よ

う

な

も
の

で

鋳

絡

げ
て

形

成
し

た

も
の

も

見
ら

れ
る

。

　

ま

た、

こ

の

パ

ー
ツ

ご

と

に

十

貫
あ

た

り
の

費

用

が

記
さ

れ

て

い

る
が

、

こ

の

値

が

そ

れ

ぞ

れ

違
う
こ

と

も

非

常
に

興

味

深
い
。

高

価

な
ほ

う

か

ら

順
に、

頭

部、

身

体、

両

腕、

光

背
・

台

座
の

順

に

な
っ

て

お

り、

頭
部

は

特
に

高
い。

こ

れ

は
パ

ー

ツ

の

重

要

度
と、

求
め

ら

れ
る

技
術
の

難

易
度
に

対
応
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
。

　

総
合

し

た

重
量

は

二

二

八

七

キ

ロ

グ

ラ
ム

程
で、

費

用
は

約
二

百
二

十
五

両。

十
一
、

越
後
屋

喜
兵

衛
の

見
積
書
〔

図
12
〜

17
（
後
半
省
略
V

〕

（
八
）

（
表
紙
外
題）
「
阿

弥

陀
如

来

積

書」

　

　

　

　

覚

…

丈
六

阿
弥

陀

　
　

　
座

像
一

躰

　

　

但
し

　

　

　
輪
光
・

蓮

台
座

共

　

　

　
惣
掛
め
八

百
五

拾

貫

目

程
付

右
之

通

極
上

地

金
□

口

口

□

□

□

み

か

き

之

儀
は

至

極
念
入
上

仕
立

に

仕、

出

来
次

第

伊
勢

美

乃

田

村
迄
相

届

け、

台

座

え

す
ゑ

相
渡
し

申
候。

直

段

　

　

掛
め

百

貫
目
に

付

　

　

　
代
銀

壱

貫
四

百
五

拾

目
か
へ

右
之

通
に

て

御

座
候。

御

覧

被
遊

御

用

被
仰
付

可

被
下

候。

尤

直

段
之

儀

は

紀
州

表
・

京

都
に

て

も

御
聞
合
被
遊

候
は
 

、

品

に

よ

り

高

内
に

て

五

百

目
よ

り

七

百

目

所

は、

下

直
に

も
付

申

候
仕

様

も

御

座

候
へ

共、

左

様
に

仕

候

て

は

佛
殊
外
不

出

来
に

相
成

申

候。

手

前
鋳
物
師
土ハ
了

簡

之

儀
は、

永
代

御
寺
に

す

ゑ

置

遊

候
大

佛
之

儀
に

御
座

候

故、

鋳
物
師
之

名

を

残
し

置
申

儀

に

御
座

候
故、

左

様

之

相

麁
成
儀
は

得
不

仕

候

へ

共、

其
儀
御
か

ま

ひ

無
御

座

候

は
ン

、

高

内
に

て

五

百

目

よ

り

七

百

目

之

儀
は

い

か

様

共

可

仕

候。

乍
去

外
々

え

被

仰

付

候
共、

此

儀

能
々

吟

味
上

可

被

仰

付

候。

手

前
へ

御

申

付

被

遊

被

下

候
候
へ

は、

右

直

段

之

通

に

て

至

極
と

念

入、

佛

上

仕
台

座

え

す
ゑ

相

渡

可
申

候。

　

　

　

伊

勢
に

て

鋳
立

申
積
り

一

佛

鋳
立

申

候

節

は

地

金

灰

手

伝

迄、

其

元

様
よ

り

受
取、

飯

米

之

儀

は

手

前

に

て

　

　

仕、

其

外
造

用

之

儀
は

其
元

様
よ

り

被
成

候
て

手

聞

賃

計
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九、

蜂
屋

安
右

衛
門
の

見
積
書
（

台
座）
〔

図
9

〕

　

　

　

台
座

積

り

覚

一

重

目

　
三

百

貫

目

　

　

　

内

弐

拾
五

貫

目

　
な

ま

り

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

貫
に

三

匁
四

分
か
へ

　

　
代

壱
貫
八

百
七

拾
弐

匁

五

分

一

炭
百
五

拾
俵

　
代

百
八

拾
目

　
拾
六

匁
弐

分
か
へ

一

大
工

　
五

工

　
代

拾
匁

　
外
二

材

木

入

　

　

　

　
　

　

但
シ

壱

工

弐

匁

作

料
二

仕

　

　
合

弐

貫
六

拾
弐

匁
五

分

一

作
料

金

十
五

両

　
但
シ

飯
料
・

造

用

共

右
之

通

赤
銅
色

付
上

磨
仕
立

可

申

候
。

　

享

保

廿

卯
閏
三

月

日

勢
州

長
楽

寺

様

上

中

紀
州

　
　

粉

川

蜂

屋

和
歌
山

　
　
上

田

武

蔵

旦
咼

島
村

　
金

屋

平
七

代

　

　
　

　

吉

田

清
兵

衛

　

前
述
の

見

積
り

と

あ
わ

せ

て

計
算

す

る
と、

重

量
が

七

百

五

十

貫

目
で

約
二

人
一

ニ

キ

ロ

グ

ラ
ム、

費
用

は

材

料
費
が

約
八

十
五

両
で

作

料
が

四

十

五

両
と

な

り、

ほ

ぼ

享

保
十
三

年
（
一

七

二

八）

の

見

積
り
と

数
値
が

揃

う
こ

と

が

分
か

る。

　

た

だ、

こ

の

銅

造
の

台
座
で

あ

る

が、

現

在
の

銅
造

阿

弥

陀

如

来
坐

像
は、

明

治

九

年

在
銘
の

砂

岩
の

台

座

上

に

安
置
さ

れ

て

お

り、

そ

れ

以
前

の

記

述
に

も

銅

造
の

三

重
県
松
阪
市
・
真
楽
寺
に

伝

わ

る

文

書

台
座
に

据

え

ら

れ
て

い

た

と
い

う
記

述

は

見

ら

れ

な
い

。

真

楽

寺

に

は、

途

中

銅
の

寄
進

が

で

き

な

く

な
っ

た

た

め、

小

屋

掛
け

に

よ
っ

て

資

金

繰
り

を

行
っ

た

と
の

言

い

伝
え

が

あ

る
が
、

金

銭
的

な

問

題
を

始
め

と

す

る

何

ら
か

の

理

由

で、

途

中
で

断

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　
ほド

念
し

た

可

能

性
も

考
え

ら

れ
る

。

十
、

長
谷

川
久
左

衛
門
の

見

積
書
〔

図
10
〜

11
〕

　

　
　

　

覚

一

御
面

縁
壱

つ

　

此

貫
目

五

十

貫

文
程

付

十
貫
文

に

付
二

百

七

十
匁

也

　

代

銀
壱

貫
三

百
五

十

匁

一

は

た
ぬ

き

御
手

右
左

共、

少
々

衣
共

　

此

掛
目
五

拾

貫

目
程

卜
貰
文
に

付
二

百
廿

匁
也

　

代

銀
壱

貫
百

匁

一

り

ん
か

う、

但
柄

共、

十

分
一

に

通

し

　

此

掛
目
三

拾
貫

文
程

十
貫
文
村
二

百

十
匁

也

　

代

銀
六

百一．一
十

匁

一

台
座
・

蓮

花
座
一

組

　

此

掛

目
弐

百

五

十

貫
文

十
貫
文
に

付
二

百

十
匁
也

十

貫
付
二

百

廿

五

匁
也

（
七
）
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高
田

短

期

大

学

紀

要

第
二

十

七

号

七
、

蜂
屋
安
右

衛
門
の

請
書
〔

図
7

〕

　

　
　

　

覚

】

丈
六

鋳
佛

阿
弥

陀

如

来
一

躰

右

別

紙

証

文
之

通

我
々

請

取、

来

る

八

月

鋳

立

上

け

可

申
候。

仍
而

為
手

付
金
金
壱

分、

只

今
請

取

申

所

実
正

也。

為

念

如
此

に

御

座

候。

以
上

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　
紀
州
粉
川

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

蜂
屋

安
右
衛
門

（
印
）

　

享
保
廿

年

卯
閏
三

月

　
同
国
日

高
郡
島
村

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

吉

田

清
兵
衛

（
印）

　

　

勢
州
美
濃
田

村

　

　
　

　

長

楽
寺

様

　

蜂
屋
が

最

終

的

に

落
札
し

た
こ

と

が

わ

か

る

文

書
で

あ

る。

手

付

金
と
し

て

金
皿

分

を

支
払
っ

た

よ

う

で、

享
保
二

十

年

（
一

七

三

五
）

と

な
っ

て

い

る

の

で、

最
初

の

見
積

り
か

ら

七

年
が

経
過
し

て

い

る
こ

と

に

な

る
。

　
「
別

紙
証

文」

に
つ

い

て

は

次
の

通
り。

（

六
）

　

　

　
代

弐

貫
八

百

壱

匁

　
一

炭
百

八

拾
俵

　
上

中

　
代

弐

百

拾
六

匁

　
一

大
工

弐

拾
工

　
代
四

拾

匁
計

外
二

材

木
入

　

　

　
代

銀
A
口

三

貫
五

拾
七

匁

　
一

作
料
金

三

拾

両
也

　

但
シ

飯
料
・

造

用

共

　
一

地

形

十

分
一

之

木

佛
一

躰、

其
元

に
て

御

作

ら

せ

被

成

候
筈

。

則

夫
を

手

本

に

　

　

仕、

鋳
形

は
土

仏
に

仕、

鋳
立

上

け

可

申
候。

右
之

通

赤
銅
色

付
上

磨
に

仕
立

可

申

候。

尤

御
身
は

別

而

念

入

上
々

磨
に

仕
、

御

気

に

入

候
様
に

鋳
立、

石

台
へ

居
へ

上

可

申
候

。

若

不

出

来

之

儀
御
座

候
は
丶

、

何
ヶ

度

に

て

も

仕
直
し

相
渡
し

可

申
候。

為

後
日

証

文

如
此

に

御
座

候。

以
上

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
紀
州

粉
川

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

蜂
屋

安

右

衛
門

（

印）

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
同

国

口

高
郡

島
村

　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

金

屋

平
七

代

　

　
享

保
二

十

年
卯
閏
三

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉

田

清
兵

衛

（
印）

　

　

　
勢
州

美
濃

田

村

長

楽
寺

様
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八
、

蜂
屋

安
右

衛
門
の

見
積
書
〔

図
8

〕

証

文

之

事

か

ね

さ

し

一

丈

六

座

像

之

阿

弥
陀
如

来

　
輪

光
共

　
一

躰

　
　
右
重

サ
四

百

五

拾
貫
目

　
　
内
四

拾

貫
目

　
鉛

　
但
シ

貫
に

三

匁

四

分
か
へ

　

こ

の

見

積

書
で

注

目

す
べ

き

は

鉛
の

記

述
で

あ

ろ

う。

光
背
と

像
本
体
の

重

量
四

百
五

拾

貫

目
の

内、

四

拾

貫

目

が

鉛
と

し

て

お

り、

全

体
の

約

九

分
が

鉛

と
い

う
こ

と

に

な

る。

鉛

は

含

有

率

を

上

げ

れ

ば

溶
湯
の

流
れ
が

よ

く

な

り、

ま

た

地

金
が

軟

ら

か

く

な
っ

て、

仕

上

げ

も
し

や

す
い
。

し

か

し、

着

色

に

は、

色

付
き

が

悪
く

な

り

望

ま

し

く

な

い。

こ

の

九

分
と

い

う
含
有
率
は、

現

代

鋳

物

か

ら

考
え

る

と

若

干

　

　
　

　
　

　

ち

高
い

数
値
で

あ

り
、

蜂

屋

な
り

の

工

夫
が

見
ら

れ
る

地

金

配

合
比

と

も

考
え

ら

れ
る。

今

後
、

像
の

蛍

光
X
線

に

よ

る

調
査

も

考
え

て

お

り、

照

ら
し

合
わ
せ

て

み
た

い
。
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右
上

唐
金

に

て

鋳
立、

上
々

磨、

黒
色

付

　

　
代

金

百
弐

拾
五

両

　

　
右

に

同

断

右
之

通

に

て

被
仰

付

候
は

念

之

入

鋳
立
、

上
々

磨

き

手

推
能

仕
立

指

上
ヶ

可

申

候
。

以

上　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

津

　

　
享

保

十
九

寅
霜
月

晦
日

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

辻

越

後

　

　

　
美
濃
田

　

　

　

　

長

楽
寺
様

　

津
の

鋳

物

師、

辻

越

後

家

か

ら
の

見

積
書

で

あ

る。

辻

但
馬

家
と

は

親
縁

に

当

た

る。

辻

越

後

も

ま
た、

真

楽

寺

に

は

別
の

縁

が

あ

り、

こ

の

文

書
が

書

か

れ

た
一

年

半

ほ

ど

前

に、

前

述
の

多

宝

塔
の

蓮
華
座

を

製
作

し

た
よ

う

で、

そ
こ

に

は

「
蓮

華

座
二

重

　

享
保

十
七

壬

子

年
　
六

月

上

旬

　
勢
州

津

大

鋳

師

　

辻

越
後

藤
原

　

種
茂」

と

印
刻

さ

れ

て

い

る。

こ

の

種

茂

は

辻

越
後

家
六

代

目

に

あ

た

り、

時

期

的

に

見
て

も

こ

の

見

積
書

に

関
わ

っ

て

い

る

可

能
性

は

高
い

。

　

こ

の

見

積

も

り

は
二

通

り
で

出
さ

れ

て

い

る。

ひ

と
つ

が

「
周

尺」
、

も

う

ひ
と

つ

が

「
か

ね

さ

し」

で

あ

る
。

周

尺

は
一

尺

十
八

セ

ン

チ

か

ら
二

十
ニ

セ

ン

チ

ほ

ど

で

換
算
す

る

が、

こ

の

見

積

も

り
の

中
に

周

尺
八

尺

を

「
か

ね

さ

し

に

て

六

尺
六

寸

程
」

と

し

て

い

る

の

で、
一

尺

が

二

十
五

セ

ン

チ

ほ

ど
で

あ

ろ

う
か。

　

辻
越
後

も、

地

金

は

唐
金

を

使

用
し

て

い

る。

黒
色

付

と
い

う
の

は、

硫
化

や

酢

酸
に

よ

る

着
色

な

ど
が

考
え

ら

れ

る
が、

定

か

で

は
な
い
。

六
、

辻
越
後
の

見
積
書
（

地
金）
〔

図
6

〕

地
か

ね

入

用

積

三

重

県

松

阪

市
・
真
楽
寺
に

伝

わ

る

文

書

　

　

　
　

　
木

像

代
金

四

両

弐
歩

一

周

尺
之

方

　
鋳
立

弐

百

三

四

拾
貫
目

位

　

　

寄
せ

か

ね
三

百

貫
目

程

　

　

此

代
金
三

拾
弐
両

程

　

　

　
　

木
像
代
金

六

両
弐

分
程

一

か

ね
さ

し

の

方

　

　

　

鋳
立

凡
三

百
五

六

拾

貫

　

　

　

寄
せ

か

ね

四

百
三

拾

貫

程

　

　

此

代
金

四

拾
七

両

程

　

右

有

増

如
斯
御

座

候。

以
上

　

　

寅

霜

月

卅
日

周
尺

之

方

御
頭
計

木

像
代
壱

両

弐

分

金

さ

し

御

頭

計
木

像

代
弐

両
弐

分

辻

越
後

　

辻

越
後

は

製
作
費
と

地

金

代
を

別
々

に

見

積
書

を

作
成
し

た

よ

う
で

あ

る。

　

重

量
が、
「
鋳
立」

と

「

寄
せ
か

ね」

と
二

通

り

出
て

い

る

が、

察

す

る

に、

前

者

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　　ラ

は

像

そ
の

も
の

の

重

量

で、

後

者

は

そ

れ

に

湯
口

や
湯

道、

堰
、

の

分
の

重

量
が

加

わ
っ

た

も

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

そ

う

考
え

る

と、

像

本

体
の

重

量

は、

周

尺
で

約

八

百
六

十
ニ

キ

ロ

グ

ラ

ム、

さ

し

か

ね
で

約
千

三

百
五

十
キ

ロ

グ

ラ
ム

と

な

る。

　

代

金

で

あ

る

が、

前

述
の

製
作
費
と

合

わ

せ

て
、

周
尺

の

ほ

う
が

百

十
七

両、

か

ね

さ

し

の

方

が

百
七

十
二

両

で

あ

る。

同
じ

辻

で

も、

前
述
の

但

馬

と

見
積
も

り

方

や

代

金
に

大

き

く

隔
た

り

が

あ

る
こ

と

が

興

味
深
い
。

　

こ

こ

で

も

木

像
の

見

積
も

り

が

出
て

く

る
が

、

こ

れ

も
ま

た

縮

小

版

な
の

か、

原

型

な
の

か

は

現
段

階
で

は

不
明
で

あ
る。

（
五
）
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高
田
短

期
大
学
紀
要
第
二

十
七

号

像
が

現

在

真

楽

寺
に

伝
わ

っ

て

い

る。

ま

た、
「
鋳
形
は

土

仏

に

仕」

と

あ
る

が、

像

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
き

は

実

際

に

土

型

に
よ

る

削

り

中
子
方

式
の

分
割
型

で

鋳

造

さ

れ

て

お

り
、

こ

の

時
点

か

ら

そ
の

製
作

方

針
が

変
わ

ら

な
か

っ

た
こ

と

が
わ

か

る。

四
、

田

中
伊
賀
の

見
積
書
〔

図
4
〕

覚

極
上

唐
金

上

磨

一

阿

弥

陀
如

来

　
　

　
　

壱

佛

　

　
但

座

像

八

尺

　

　
惣
御
長

ケ
九

尺

弐

寸
余

　

　
工

料
　
銀

拾

四

貫
七

百

六

拾
目

右

之

通

地

金

唐
金、

黒

色

上
々

地

金

に

合、

惣

躰
恰
合

能、

諸
事

御

作

法

之

通

仕
細

工

仕
立、

磨

念

入

指
上

可

申

候。

尤

致

様

に

よ

り

今
少

下

直
に

付

申

候

品

も

御
座
候

へ

共、

念
入

上

之

積

り

如

斯

に

御

座
候

。

仕
立

上

ヶ

手

前
に

て

御
渡
し

申
上

候。

磨

念

入

申
上

候。

以
上

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

仏

具
師

　

　
　
丑

四

月
廿

五

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
田

中

伊

賀
（
印）

　

　
　
石

窓

尊
師

様

　

京

都
の

仏

具

師、

田

中

伊
賀
の

見

積

も

り
で

あ

る。

こ

の

田

中
伊
賀
で

あ

る

が、
『

京

都

市

姓

氏

歴

史

人

物

大
辞
典
』

に

よ

る

と、

1
「
田

中

伊
賀
掾

　
御

室

御

所

御
用

真
言

密
教

仏

具

師

　

仏

具

屋

町

五

条
上

ル

東

側」

2

「
田

中
伊
賀
　
仏
具
師

　
西

洞

院

ト

新
町

ノ

間
五

条
下」

と

あ

る。

現
在
の

「
京

都
市

下

京
区
万

寿

寺

通

西

洞

院

東

入
ル
」

、

ま

さ

に

西

洞

院
と

新
町

の

間
に

は、

田

中
伊
雅

（
四
）

仏

具

店

と

い

う
真
言

宗

各
本

山

御

用

達

と

す
る

密
教

仏

具

専

門

店
が

あ

り、

同
一

と

見

て

間
違
い

な
い

で

あ

ろ

う。

　

地

金

唐
金

と

あ

る

が
、

現

代

鋳

物

で

は、

江

戸

以

前
に

作
成
さ

れ

た

地

金

を

唐

金

（

か

ら
か

ね
）

と

呼
び、

当

時
の

精

錬

技

術

が

未

発

達

で

あ

る

が

ゆ
え

に

混

入

す
る

不

純

物

が

着
色

に

よ

い

影

響

を

も

た

ら

す

た

め

大

変
重

宝
す

る。

つ

ま

り
こ

の

唐

金

と

は、
　一

度

製
品
に

な
っ

た

合
金

と
い

う
こ

と

で

あ

ろ

う。

　
工

料
の

「

銀
拾
四

貫
七

百
六

拾

目」

で

あ

る
が
、

金

に

す
る

と

二

百
四

十
六

両

ほ

ど

に

な

り、

地

金

代

込

み
の

値

段

で

あ
っ

た

と

し

て

も、

辻

但

馬
や

金

屋

勘
八

の

見

積

書
に

比
べ

て

か

な

り

高

額
で

あ

る
。

　

こ

の

見

積
も

り

は

享
保
十
八

年

（
一

七

三

三）

の

も
の

で

あ

る

が、

金

屋

勘
八

の

見

積

も

り

か

ら

四

年

半
が

経
過

し

て

い

る。

こ

の

間、

真

楽

寺

で

は、

製
作
費
の

不

足

を

補

う

た

め、

市
場
庄

村
の

参

宮

街

道

に

小

屋

懸

け
し
、

大

仏
の

絵
像

を

掛
け
て

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　
り

資

金

集

め

を

し

た
い

と

の

申
し

出

を
し

て

お

り、

真
楽

寺

に

は

そ

の

文

書

も
残
っ

て

い

る
。

五
、

辻
越
後
の

見
積
書
〔

図
5

〕

　

　
　

　

注
文

一

座
像
頭

頂

迄

周
尺
八

尺

　
弥

陀

如
来

壱

躰

　

但
し

か

ね

さ

し

に

て

六

尺

六

寸

程

に

成
る

　

輪
光
・
梵
字
鋳
付

　
但
し

梵

字

三

宇
か

右
上

唐
金

に

て

鋳
立、

上
々

磨、

黒

し

て

色
付

　

代

金
八

拾
五

両

　

　
但
シ

木
像
代
と

も

 

同

か
ね

さ

し

に

て

八

尺

　
弥

陀

如
来

壱

躰

　

輪
光
・
梵

字

鋳
つ

け
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津
の

鋳
物
師、

辻

但

馬

家
第
三

代

直

種
か

ら
の

見

積
書

で

あ

る。

　

座

像

八

尺

と

な
っ

て
い

る

が、

丈
六

像

は

座
る

と

半
分
の

八

尺

と

な

る
。

「
か

う

き

わ」

と
い

う
の

は

髪
際

（
は

っ

さ
い
）

ま

で

の

高

さ
と
い

う
こ

と
で

あ

ろ

う
。

　

銅
五

百

貫

目

と
い

う

と
一

八

七

五

キ
ロ

グ

ラ

ム

程

で

あ

ろ

う
か
。

錫
は

重

量

が

書

か

れ
て

い

な

い

が
、

他
の

見

積
書
（
後
述

す

る

越
後
屋

喜

兵

衛
の

も
の）

の

錫
の

代

金

か

ら

換
算
す

る

と

四

十
貫

目

強、

全

体
の
一

割
弱

と

い

っ

た

と
こ

ろ

で

あ

る

が、

地

金
が

溶
け

た

と

き
の

流
れ

や

硬
さ

を

考
え

れ
ば

妥

当
な

配

分

で

あ

る。

　

炭
は

鋳
型

の

焼

成

や

地

金

の

溶
解
に

使

う

も
の

と

考
え

ら

れ

る。

鉄
道
具
と

い

う

の

は、

鋳
型
の

補
強

に

使
う
鉄

心

や

鎹
の

こ

と
で

あ
ろ

う

か。

　

木

佛
と

い

う
の

は、

像
の

原

型

作
成
に

あ

た
っ

て

見

本

と

な

る

縮
小

版
を

作

成
し

よ

う
と

し

た

か、

そ

れ

と

も

木

原

型

を

考

え

て

い

た

か、

二

通

り

考
え

ら

れ

る

が、

手

間
代

を

考
え

る

と

前
者
の

方

が

可

能

性
は

高
い

と

思
わ

れ

る
。

　

こ

の

見

積
書、

実

は

前
述
の

大
仏

建
立

願

（

木

造
か

ら

銅

造
へ

の

変
更

願
い
）

よ

り

も
四

ヶ

月

前

に

出

さ

れ

て

い

る。

お

そ

ら

く、

金
銅
仏

建

立
の

願
い

を

出

す
に

当

た
っ

て
、

ど
の

程

度

地

金
や

代

金
が

か

か

る

か

を

調
査

し

た
の

で

あ

ろ

う。

こ

の

辻

但

馬

家
は
こ

れ

以

前

に

も

真
楽
寺
に

縁

が

あ

り、

現

在
も

境

内

に

あ

る

多
宝

塔
の

台

座

に

は、
「
享

保
三

年

戊

戌

猛

秋

　
辻

但

馬

大
掾
秀
種」

と

第
二

代
秀
種
の

名
が

印

刻

さ

れ
て

い

る
。

ゆ

え

に、

最

初

に

辻

但

馬
に

見

積
も

り

を

取
っ

た

経
緯
も

納
得
で

き

る。三、

紀
州
日

高
郡
島
村
金
屋
勘
八
の

見
積
書
〔

図
3

〕

　

　

　

　

証

文

之

事

一

丈
六

座
像
之

阿

弥

陀

如
来
　一

躰

　

輪

光
・

台

座

共

　
　
但
大

佛
座

三

重
県
松
阪
市
・
真
楽
寺
に

伝
わ

る

文

書

　

　
　
右
重

サ
七

百

貫
目
也

　
…

炭
三

百

俵

　
　
但
上

中

　
一

上

磨
赤

銅

　
色
付

　
一

地

形

十

分
一

之

木

佛
一

躰、

其

元

に
て

御
造
ら

被
成
候

筈。

則

夫

を

手

本
に

仕、

　

　
鋳
形

は

土

仏

に

仕、

鋳
立

h
け

可

申

候。

但

頭
領

は

粉
川

蜂

屋

安

右

衛

門

参
候

　

　
筈

。

　

右

作

料
金
五

拾

両
に

相

定
申

候。

　

　
但

飯
料
・

造

用
共

に

右
之

通

随
分

念
入

御
気

に

入

候
様

に

鋳
立
、

石

台
え

居
へ

上

可

申
候。

若

不

出

来
之

儀
御
座

候

は
』

、

何
ヶ

度

に

て

も

仕
直
し

相
渡
し

可

申

候
。

為

後

日

証
文

如
此

御

座

候。

以
上

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　
紀
州

目

高
郡

島

村
金

屋

　

　
享
保
十

三

申

霜
月

廿
二

日

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

勘
八

（
印）

　

　
　

勢
州
美
濃
田

村

　

　
　

　
　

　

　

長

楽

寺

様

　
大

仏
建

立

願

（
木

造

か

ら

銅

造
へ

の

変
更

願
い
）

の

四

ヶ

月

後
に

出

さ

れ

た

も
の

で

あ

る。

実

際

に

真
楽

寺
の

銅

造

阿

弥
陀
如

来
坐

像
を

鋳

造

し

た

鋳
物
師、

粉

河

蜂

屋
の

名
が

頭

領
と

し

て

出

て

く

る。
（
但
し、

像

に

陽

刻

さ

れ
た

銘
に

は

「
蜂
屋

平

右

衛
門

正

勝

作」

と

あ
り、

こ

の

文

中

に

は

「
蜂

屋

安
右

衛

門」

と

さ

れ
て

い

る

の

で、

同
一

人

物
で

は

な
い。
）

　
重

さ

七

百

貫

目
は

二

六

二

五

キ

ロ

グ

ラ

ム

程

と

換

算
で

き

る。

辻

但

馬
の

見
積
も

り

に

比
べ

る
と

ず
い

ぶ

ん

と

重
い

が、

辻

但

馬

は

光
背
・

台
座
と

の

関

係

が

分
か

ら

な
い

た
め、

単
純

比

較
は
で

き

な
い。

　
「

地

形

十

分
一

之

木

佛
一

躰」

と

あ

る

が、

こ

の

像
と

思

し

き

十

分
の
一

縮
尺
の

木

（
＝・
）
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高
田

短
期

大
学

紀
要

第
二

十
七

号

「
、

大
仏
建
立

願
（
木
造
か

ら
銅
造
へ

の

変
更
願
い
）
〔

図
1

〕

（
端

裏
書）

「
松

坂
領

美
濃
田

村
八

幡
宮

本

地

佛

銅
佛
に

仕

度
と

の

願
書」

　
　

　

御
断

申
上

候
御
事

一

美

濃

田

村
八

幡

宮
本

地

佛

丈

六

之

阿

弥

陀

如

来

彫

刻

致、

古

来

之

跡
へ

安
置
仕
度

段
、

去

未
之

霜

月

奉
願

候

処、

御
免

被
為

成

下

難
有

奉
存
候

。

然

所

古

金

物

等

寄

進
可

仕

と

申

方
々

御
座
候
に

付、

右
之

佛

像
丈
六

之

銅

佛
に

仕

度
奉
存

候。

左

候

は
》

寺

之

勝

手

□

□

□

候
間、

此

段

御
免

被
為

成
被
下

候
様
に

御
断

被

仰

上

可

被

下

候。

以

上

　

享

保

十
三

年
申

八

月

中

川

平

右
衛

門

殿

松

坂

領

　
美
濃
田

村

同
村
肝
煎

同
断

真
楽
寺

　
　

静
室

太

郎

右

衛

門

市

右

衛

門

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

ヱ

　
こ

の

文

書
は、

当
時
の

美
濃
田

村

赤
木
山

城

主

（
庄

屋）

中

川

平

右
衛

門

に

向

け

て、

真

楽

寺
か

ら

出

さ

れ

た

と

さ

れ

る

も
の

で

あ

る
が
、

こ

の
一

年

前
、

享

保

十
二

年
に

出
さ

れ

た

最
初
の

大

仏
建

立

願

も

真

楽

寺
に

は

残

さ
れ
て

い

る。

そ

の

と

き

は、

丈
六

の

木

造
の

阿

弥

陀
如
来
を

建

立

す

る

予

定

で

あ
っ

た
。

こ

の

文

書
に

も

「
丈
六

（
二
）

之

阿

弥

陀
如
来

彫

刻
致」

と

書

か

れ

て

い

る
。

と
こ

ろ

が

そ

の

後、

銅
の

寄

進

者
が

現

れ
た

た

め、

金

銅
仏

に

変

更

す

る

こ

と

と

な

っ

た

よ

う

で

あ

る。

当

時

銅

は

大

変

高

価
な

も
の

で

あ
っ

た

だ

け
で

な

く、

幕
府
が

厳
し

く

管
理

し

て

お

り、

自
由

に

売

買

す
る

こ

と

は

で

き
な

か

っ

た

は

ず

で

あ

る

の

で、

こ

れ

は

銅
製
品

の

寄
進
と
い

う

こ

と

で

あ

ろ

う
。

実

際

文

書
に

も

「
古

金

物」

と

記

述
さ

れ

て

い

る。

一
一
、

辻
弥
四

郎
直
種
の

見
積
書
〔

図
2

〕

　
　

　

　

覚

一

座

像
　
八

尺

　
但
シ

か

う
き

わ

迄

　
　
　

銅

佛

一

台

座
　
　

　
　

大

佛

座
高

サ

弐

尺
五

寸

一

後

光
輪

光

　
指

渡
シ

六

尺

四

寸

右
細
工

成
程
金

を
入、

御

身

之

分
上

之

み
か

き

　
　

　

　

入

用
之

覚

一

銅
五

百

貫
目

　
　
　
　
　
　

代
金

五

拾
五

両

一

上
々

錫

　
　
　
　
　
　
　
　

代
金

拾

両

一

熊

野

炭

　

　
　

　
　
　
　
　

代

金

拾

両

一

鉄

道

具

　
　

　
　

　
　

　
　

代

金

八

両

　
　

　

　

〆

人

拾
三

両

一

木

佛
之

代

手

間

飯
米

代

共
に

　
代
金

四

拾
八

両

　

右
之

通

に

御
座

候。

以
上

　

申
四

月

晦
目

心

澄

様

津
鋳
師

　

辻

弥
四

郎

　

　
　

直

種

（
印）
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三

重
県
松
阪

市
・

真
楽
寺
に

伝
わ

る

文

書

　

　

　

　

　

銅
造
阿

弥

陀
如
来
坐

像
の

鋳
造
に

関
す
る

も
の

を

中
心

に

O

巳
∪
02

ヨ
Φ

募
の

＝

き
号
島

uo

≦
＝

け

o
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ぼ
＝
σQo
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暮
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P

冨

鉾
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磊
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冨
O

沖
緒鴇

慈
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舒
ヨ
ご
刃
 
αq

鴛
象

畠

芸
 

切
村
o

目
Φ

し。

け

。゚

ε
 

o
明

夢
 

〉

巳

富
σ
び
四

じd
ロ

瓮
訂
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茸
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Φ

h
Φ

O
什
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睾

　
　
真
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竃
卸
しり

⊆
筥
一

蕚
自D
ズ
Φ

げ
宀

厂
宀
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（

要

　
旨

　）

　
三

重
県
松
阪

市
・
真
楽
寺

に

は、

同

寺

に

安
置

さ

れ

る

銅

造
阿
弥
陀
如

来

坐

像
の

建

立、

及

び

そ

の

開

眼

供
養
に

関

す

る

文
書
が

伝

わ
っ

て
い

る。

そ
の

中
に

は、

像
建
立

の

た

め

の

材
料
や
そ
の

代

金

な
ど

を

内

容
に

含
む

鋳
物
師
た

ち

か

ら
の

見
積
書
や、

実
際
に

鋳

造

を

請

け

負
っ

た

鋳
物
師
と
の

細
か

な

や

り

取
り
な
ど、

興

味

深

い

内

容
の

も
の

が

含
ま

れ

て

い

る。

こ

れ

ら

は

今
後、

当

時
の

鋳

造

技

術
・

歴

史

を

考
察
す
る

上

で

大

変

重

要

な

資
料
で

あ

る。

（
キ

ー
ワ

ー

ド）

真

楽

寺

　
鋳
造

　
文

書

は
じ
め
に

　

三

重

県

松
阪

市
美

濃

田

町

に

あ

る、

真

言

宗

御

室

派

真
楽
寺

に

安
置

さ
れ

る

丈

六

像、

銅

造

阿

弥

陀

如
来
坐

像
（
松

阪

市
指
定

文

化
財）

に
つ

い

て

は、
『

高
田
短

期
大

学
紀

要

第
二

三

号
』

に

て、

そ
の

由

来
や
鋳
造

技
術
に

関
し

て

の

考
察
を

行
っ

た

が、

そ

こ

で

も
一

部
触

れ

た

と

お

り、

真
楽
寺

に

は

寺

の

縁
起
や
こ

の

像
の

建
立

及

び

開

眼

供
養
に

関

す

る

文

書

が
二

十

数
点

残
さ

れ
て

い

る。

そ

の

内

容
は

、

当

時

の

城
主

に

む

け

て

送
ら

れ

た

大

仏

建

立

願

や、

様
々

な

資
金

調

達
の

た

め

の

依

頼

書、

大

仏

建

立

後
に

行

わ

れ

た

開

眼

供

養

の

際
の

出

入

帳

等、

江

戸

時
代
の

丈
六

金

銅
仏
建

立

に

つ

い

て

の

様
々

な

様

子

が

う
か

が

え

る

大

変

興
味

深
い

資
料
で

あ

る
。

そ

の

中
で

も

筆
者

が

特
に

注

目
し

た
の

は、

真
楽
寺

が

像
の

製

作

を

依

頼
す
る

鋳
物

師

を

決

定

す
る

に

当
た

っ

て、

数

名
の

鋳
物
師

か

ら

見

積
書
を

と
っ

て

お

り、

そ

こ

に

は

像
の

鋳
造

に

必

要
と

な

る

原

材

料

や、

そ

の

法

量

に

応

じ

た

重

量、

燃
料、

そ

し

て

そ

れ

ぞ

れ

の

値
段、

技

法

な

ど

が

記
さ

れ

て

い

る

と
こ

ろ

で

あ

る。

こ

の

よ

う

な

鋳

造

に

関

す
る

技

術
的
な

内

容

が

含

ま

れ

る

文

書
は

、

全

国
的

に

見
て

も

例
の

少

な
い

も
の

と

思

わ

れ、

今

後、

江

戸

時

代
の

鋳

造

技

術

を

考

え

て

い

く
上

で

も

大

き

な

意

味

を

持
つ

も
の

と

考
え

ら

れ
る。

　

今
囘

は、

こ

の

真
楽

寺

の

文

書
の

中
か

ら、

特

に

銅
造
阿

弥

陀

如

来

坐

像
の

鋳
造

技

術
に

関

す

る

と

思

わ

れ

る

も
の

を

選

出

し、

書
か

れ

た

年

代
の

分

か

る

も
の

は

時

系

列
に

沿
っ

て

紹

介
す

る

と

と

も
に、

真
楽

寺

の

第

十
五

代

住
職
・

浅

井
義
玄

氏

が

残
さ

れ

た

文

書

な

ど

も

参

考

に

し

な
が

ら、

そ

れ

ぞ
れ

鋳
造
技
術
を

中
心

に

気
が

つ

い

た

こ

と

を

簡
単
に

記
し

て

お

き

た
い

。

　

重
量

は
一

貫
11
千

匁
11
三
・

七
五

キ

ロ

グ

ラ

ム、

貨
幣
の

単

位
は

金
一

両
11
四

分
11

銀
六

十
匁

と
し

て

計

算
し

て

い

く。

　

尚、

文

書
は

高

田

短

期

大

学

人

間

介
護
福
祉
学

科

教

授
・

首

藤
善
樹

氏

に

読

み

解

い

て

頂
い

た
。

（
　
）


